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1万 5千行 の及 ぶ一大叙情 詩 『エ ヴ ァ』
(Eve,1913)は､宇宙と歴史と人間の条件につい
ての暁想詩であるが､この大作は､全体にわたっ
て一つの区切 りも章もなく､｢厳しい制御から爆布
となって落下する詩句の絶えざる奔出であって､
すべては噴出であり､秩序である｣と詩人自身が
言っているように､常に新しく､自発的な噴出の
観念を示すものであろう｡
ペギーとジャムにおける内的震えとしてのイン
スピレーションは､すべての芸術家の創造的意識
の根源に実存するものであろう｡
(1992年 7月､10月南山大学図書館にて)
